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新 セ フ ァ マ イ シ ン 系 抗 生 剤MT-141の 耳 鼻 感 染 症 に 対 す る 臨 床 的 検 討
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慢性化 膿性 中耳炎18例,慢 性化 膿性 中耳炎 急性増 悪症8例,慢 性副鼻腔 炎2例 の耳鼻科感染症

28例 につ いて,新 規 セ ファマイ シン系抗生剤MT-141を 使用す る機 会を得たので,そ の臨床効果,

副作用 な どにつ いて報 告 した。

対象症例 は男20例,女8例,年 齢は18～78歳 に分布 した。いずれ もMT-141皮 内反応陰性 例で

ある。MT-141の1回 投与量 は0.5g～2.0g,1日 投与回数は1～2回,投 与方法はone shot静 注

もしくは点滴静注 とし,投 与期 間は2～12日 であ った。疾 患別に4段 階法に て臨床効果 の有効 率を

み ると,慢 性化膿性 中耳 炎 で55.6%,慢 性化膿性中耳炎急性増悪症 で75.0%,慢 性副鼻腔 炎で

50.0%で あ った。 分離菌別 に臨床効果 の有効率をみ ると,グ ラム陽性球菌 では80.0%,グ ラム陰

性桿菌では40.0%,2種 以上 の混合感染 では44.4%で あ った。全例において認むべ き副作用は な

く,ま た,本 剤 によると思われ る臨床 検査 値の異常 も認 め られなか った。

MT-141は 明治製菓 中央研究所 が開発 した新 しいセ フ

ァマイシン系抗生剤 でFig.1の 化学構造 を有 する。7位

 Fig.1 Chemical structure of MT-141

側鎖にア ミノ酸お よびメ トキ シ基 を もつ ことが抗菌 機序

の特徴 とな り,感 染治療実験 では最小発育阻止濃度 よ り

推定され る以上の効果が示 され ている1)。 広範 な抗菌 ス

ペクトラムを有 しβ-lactamaseに 対 しても安定 である2)。

静注 ・点滴静注に よ り高 い血中濃度が得 られ,2～2.5時

間の生物学 的半減 期を示 し,体 内 で代謝 されず,尿 中に

大部分が排泄 され る2)。 また,動 物実験 で高 い安全性が

認め られ ている1)。

今回,我 々はMT-141の 注射剤の提供を受け,耳 鼻

科感染症 に使用 する機会を得た ので報告す る。

1. 対象お よび方法

対 象症 例は昭和57年7月 よ り12月 に京都府立医科

大学 お よびその関連 施設 の耳 鼻咽喉科を訪 れ た18～78

歳 までの男20例,女8例 の計28例 である。 その疾患

別 内訳け は,慢 性化膿性 中耳 炎18例,慢 性化膿性中耳

炎急性増悪症8例,慢 性 副鼻腔 炎2例 であ る。

投与方 法はMT-141 0.5～2.0gを(1)生 食20～40ml

に溶解 しone shot静 注,(2)生 食100～500mlに 溶解 し

30～60分 間かけ点滴静注 し,1目1～2回 投与 した。投

与期間は2～12日 であった。

効果判定基準は原則 と して下記 の基準 に従い,分 離菌

の消長 も考慮 した。

著効:薬 剤投与3日 以 内に主症状が消失 し,臨 床所 見

に著 しい改善が認め られた もの。

有効:薬 剤投与6日 以 内に主症状が消失 し,臨 床所 見

に改善が認め られた もの。

やや有効:薬 剤投与7日 を越えて主症状 の消失 お よび

臨床所見の改善を認めた もの。



550  CHEMOTHERAPY AUG.1984



VOL.32 S-5 CHEMOTHERAPY  551



552 CHEMOTHERAPY AUG.1984

無効:薬 剤 投与に よ り主症 状が消失せず,臨 床所見の

改善が認め られない もの,ま たは悪化 した もの。

II. 臨 床 成 績

MT-141を 投与 した耳鼻科感染症28例 の臨床効果は

Table1に 示す とお りであ る。慢性化膿性中耳炎18例

では,著 効4例,有 効6例,や や有効2例,無 効6例 で

有効率55.6%,慢 性化膿性中耳炎急性増悪症8例 では,

著効4例,有 効2例,や や有効2例 で有効率750%,

慢性副鼻腔 炎2例 では,有 効,や や有効各1例 で有効率

500%で あ った。MT-141を 投与 した 耳鼻科感染症28

例の総 合臨床 効果 はTable2に 示 した とお り,著効8例,

有効9例,や や有効5例,無 効6例 で有効率607%で

あ った。

分離菌 別の臨床効果 はTable3に 示 したが,グ ラム陽

性菌単独感染症 では,10例 中著 効5例,有 効3例,無 効

2例 で有効率80.0%,グ ラム陰性桿菌単独感染症では,

Table 2 Clinical effects of MT-141 classified by diagnosis

Table 3 Clinical effects of IT-141 classified by isolated bacteria
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Table4 Bacteriological effects of MT-141

5例 中著効1例,有 効1例,や や有効2例,無 効1例 で

有効率400%,ま た,混 合感染症9例 では,著 効1例,

有効3例,や や有効3例,無 効2例 で有効率44.4%で

あった。細菌学的効果 はTable4に 示 した とお り24例

から分離 された34株 につ いて検討 され,消 失12株,減

少6株,不 変13株,菌 交代3株 で消失率44.1%で あ っ

た。なお,薬 剤投与終 了時,分 泌物が消失 した ものは菌

消失例 とした。

III. 副 作 用

全例に 自他覚的 な副作用 は認 め られ ず,投 与前後 に行

なわれた一般血液検査,血 液生化学 的検査,尿 検査な ど

において本剤 による と思われ る異常 は認 め られなか った

(Table5)。

IV. 考 察

化膿性 の扁桃炎,中 耳 炎,副 鼻腔 炎な どの耳鼻咽喉科

領域の感染症は従来,S.aureus,S.pyogenes,S.pneu-

moniaeな どの グラム陽性球菌 お よびH.influenzaeが

原因菌 とな る頻度が高か った。近年 の優 れた抗 生物 質の

開発はこれ らの菌に よる感染症 の治療 を容 易な らしめた

反面,P.aeruginosaや ブ ドウ糖非 発酵性 グラム陰性 桿

菌な どの弱毒菌 に よる感染症 の増加 をきた し耳鼻科 感染

症を複雑化 してい る。感染症 の変貌 を念頭 におき,抗 生

物質のin vitro,in vivo抗 菌活性,体 内動態 お よび安

全性などを考慮 し薬剤を選択す る必要が ある。

今回,我 々は広い抗菌 スペ ク トラムを有 し,in vitro

に比べin vivoの 方 にむ しろ優れた抗菌活性を示す新 し

いセファマイ シン系抗生物質MT-141を 耳鼻感染症に

使 用す る機会を得,本 剤が上記 の条件 を満 たすかな どに

ついて検討 した。慢性化膿性中耳炎18例,慢 性 化膿性

中耳炎急性増悪症8例,慢 性副鼻腔炎2例 の計28例 に

対 し,本 剤を1回05～2.Og,1日1～2回,2～12日 間

one shot静 注 または点滴静注 し,著 効8例,有 効9例,

やや有効5例,無 効6例 で有効率60.7%の 成績 を得 た。

本成績はCefotetan3),Cefbuperazone4)な どのセフ ァマ

イ シン系抗生物 質の慢性化膿性耳鼻感染症に対す る臨床

効果に比べ優 るとも劣 らない もの と考え られ る。分離菌

を検討する とグラム陽性菌,陰 性菌が1:1の 割合で検

出 されたが,こ れは慢性感染症のため本剤投与以前 に各

種 抗生物 質の治療 を受けてい ることが一因 と 考 え ら れ

る。 また,グ ラム陽性菌 単独感染症,グ ラム陰性菌単独

感 染症お よび混合感染症に対 し本剤の有効性はそれぞれ

80.0%,40.0%,44.4%で あ り,特 に混合感染症の治

療 のむつか しさが示唆 された。 これ らの症例に対 しては

今後 は起 炎菌 の把 握を もとに他の抗生剤の併用や,本 剤

または他剤の局所使用 を考 慮する必 要があろ う。 自他覚

的 副作用 は全例に認 め られ ず,か つ,本 剤 に よると思わ

れ る臨床 検査値 異常 の発 現がなか った ことは治療に際 し

選択 しやすい薬 剤の一 つ と考 える。 なお本剤の化学構造

上,ア レルギー反応,ア ンタビュース作用 については注

意 して使用す る必要が ある といわれ ているが,我 々の経

験 した範 囲では幸 いこの ような症 例はなか った。

以上 より,MT-141は 耳鼻感染症 に対 し有用な薬剤 と

考 え られ るが,さ らに二重盲 検比較試験 な どの客観的 な

試験 によ り症例 を重ね本剤 の有用性 の確認 が必要 と考え
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られ る。
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 MT-141, a new cephamycin antibiotic, was administered to a total of 28 patients with infections 

of the ears and throat. These patients consisted of 18 cases of chronic suppurative otitis media, 8 

cases of acute exacerbation of chronic suppurative otitis media and 2 cases of chronic sinusitis. The 

findings with regard to the clinical efficacy and side effects of this antibiotic were presented. 

 The patients included 20 males and 8 females, and they ranged in age from 18 to 78 years. Each 

of the patients gave a negative skin reaction to MT-141. 

 A single dose of MT-141 consisted of 0.5•`2.0g. The number of doses given per day was 1-2. 

The drug was administered either as a one-shot intravenous injection or by intravenous drip infusion. 

This therapy was continued for 2•`12 days. 

 The clinical efficacy of MT-141 for each disease group was evaluated on a basis of 4 grades. The 

efficacy rates were found to be 55.6% for chronic suppurative otitis media, 75.0% for acute exacerba-

tion of chronic suppurative otitis media and 50. 0% for chronic sinusitis. On the basis of the type 

of clinical isolate obtained from the patients, the clinical efficacy rates were found to be 80.0% for 

gram-positive cocci, 40.0% for gram-negative bacilli, and 44.4% for mixed infections due to two or 

more species. 

 None of the patients experienced reactions to the drug which should be considered to be side 

effects. In addition, there were no abnormal laboratory test values which could be attributed to 

MT-141.


